
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

職 員 研 修 

有志指導者研修 

要 請 研 修 

 

実 施 日：令和２年９月 10 日（木） 

実施場所：岩手県立生涯学習推進センター 

受講者数：37 名 

市町村参加率：42.4％ 

岩手県立生涯学習推進センター 

・公民館に勤めていても、普段は公民館に

ついて学ぶ機会がないので、改めて学習

ができてよかった。 

・各種研修が、コロナ禍で中断している中

での今回の研修会は、４月から現職につ

き、何もわからない私にとってとても有

意義だった。 

・演習の際に、それぞれのセンターでの取

り組みの様子について知ることができて

よかった。 

 センターや公民館が生涯学習の中核施設で
あるとともに、地域づくりの拠点であること
を、講義や事例発表、演習を通して、受講者
の皆様に感じ取っていただくことができ、と
てもよかったと思います。 

A（有意義）              56.8％ 

B（どちらかといえば有意義）      43.2％ 

C（どちらかといえば有意義でない）   ０％ 

D（有意義でない）           ０％ 

センターや公民館の役割につい
て語る 新妻 名誉教授 

９月10日（木）に、「センター・公民館・主管課職員等セミナー」を開催しました。講

師に岩手大学 名誉教授 新妻二男氏を、事例発表者に奥州市の「ちーむやなぎ（仮）」と

紫波町の「古館まちづくりの会」の皆様をお招きし、ご指導をいただきました。 

 岩手大学名誉教授の新妻二男氏に「人づくり・つながりづくり・
地域づくりに向けたセンターや公民館の在り方について」と題し
てご講義をいただきました。 
 公民館の「自由なたまり場」「集団生活の場」「文化創造と発信
の場」「学習生活の場」などの役割について、具体的な例を挙げな
がら、丁寧にご説明をいただきました。 
 公民館が生涯学習の中核拠点であることや事業として取り組め
る領域がとても広く、自由度の高い活動ができることをお話しい
ただき、参加者からは、「センター・公民館に求められる役割とい
うものをよく知ることができたので有意義だった」などの感想が
寄せられました。 

みらいず works の活
動 

古館まちづくりの会の
発表の様子 

ちーむやなぎ（仮）の発
表の様子 

 「ちーむやなぎ（仮）」の佐藤永匡氏、吉田知佳
氏と「古館まちづくりの会」の水本千恵子氏、佐々
木勉氏に、事例発表を行っていただきました。 
地域住民主体のまちづくりについて、取組の様

子をわかりやすくご発表いただきました。 
グループでの話し合いの
様子 

全体での発表の様子 

 演習は、地域の課題を把握するために、グルー
プごとの話し合いと全体での交流を中心に行いま
した。ソーシャルディスタンスをとるために、座
席やホワイトボードを活用するなど運営の仕方を
工夫しました。 


